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　B－33 スカート襄地りスリ,。fヽ明きに関する研究(第＼報)

　　　　　　　スリッh明さに-? ＼＼ての了ソケート調査

　　　　　　　　　　思冶山々尨大〇枚声瑶子，広島大数^　斉臍宏子・山田参－

　目　的　最近，スカー)ヽ慕地にべ'ト。ト明さt作った6 のが汐く見ら漱うように刄-,た

か,このス'Iット明さば“留め″o部炉でぺく損傷するように鳶われろ。でこZ-こ某地を

損傷すうZ ビTJ.く，鷺い留めにつ。て襖釘t ろために, まず≒ス才－トの種希や表地･ 果

地の素材，裏地のスリット明さ節々の麗製条件，ス') .，卜郡の損傷が態などヽ･について，ア

ンケート調査を行-7た。

　乃　法　対象はμ島市内・福山市内の3兼のず子大ま215名，調査期間は昭和ら2年4 月

上りかり5月上匂の約1ヶ月軋回取雫ほ?2.4痢餌査スカート枚散はち52放であり。

　超　果　①スt! ートの･種頬ば，？りーツスカートかリ嗇ffく，次いT- -feミタイY スカー

t-, グイVス才一卜r･あや。②タイトスカート・七ミグイトスカートの内zヽは，畏の乖乙

んり‘にスリヴトやプ'- 'I -ツ加作られてお先　その位置ぽ痢が多い。③表兜の素材は毛wo

'A九約'/ . かリエχサル。泥靭が豹1/4で･あう. ④裏地の素材叫　I -ヨンが約1／4 ，

ナイロン・ヤユフ･ラガ･わ･／5づ｀つX- あろ。⑤襄地を糎製していろ皐は，絹糸か刺;j 1/3 r-ヽあ

ろ。⑥裏地のス･I ,vト明さの但置ば，阿價がほとんii'T-･あう。⑦裏地のス･八，I- 明さの穫

代は千均12 cm，/itsﾋ≒チ数ぽぞ均n.ぢ目/2cmんス') ,yト明きの畏さにr平均2!cmで･あろ。

⑧ス'卜。ト明さの蕨代｀の恕末叫三っ但') にi-てえソンで･押えfz い

⑨ス'j ，。トの明さ止j､リの趙末は，返し慧lヽかヽほとんど‘X-めろ。⑩ス'I -yト留めの猿類ば，

ミシンで■3及麺いしたt> の加はと力ど･で・あろ。Rス'I ･■/ト曹か何りかの損傷をしr Iヽろb

のば籾祁'/>剔その損傷状態は，慧糸のはっれてlヽろかの水靭卯°Aで島々，

　B－34 入力- ト集地のスリ･。卜明きに関-T る尽死（第2騨;

　　　　　　　ス'Jット留めのまさにn 11て

　　　　　　　　　　　　　　　比丿嗜山す彗大O枝鳥瑞子, ぷ島大教育　山田郡一

　ｇ　的　本報で■は, 笏＼參の「加地グフスリ,。卜明さに-7I^ての調i.」よ'I.裏地のスリ

ット留めの費考かし何らかの損傷色生じヽていたるのかヽ，40'/'まく見られたZ とよ貼　「ス

リット誓力」の種蜂Y,, 県n たミ-y ン贋赤の種類にlゐ腫さを馬草検討した.

　力　茲　①試料一某地■■ 十ユフ･ラ)00剛ミソンホ■■ 綱ホ^ so, -fi aン糸者昿　ホ’

リェスザルホ扉卯の3種　②慧裂条件一一ミシン：シツカヽ･- Iけu乳ミシン計■■ DB X

1 梓"?ご針g tﾆ/v f骸ｔ l,B 日/2c・，上糸i^カ：約知ま，下糸張力：約川念，押え圧りで7

いkt.ミシン回転数：幻川oor即　⑧樋代帰一ぷ来上り|,2 CM（乙っ打ワク　④r明

き£ま,もの恕末丿｡5 mﾀﾞﾌ返レ葎い　⑤「ス11 ,yト留め」の種類一留わrj.し，I 哭m

出虫留祀当て布。3 戻慧Iリフ?種郊　⑥ス'に卜郡の成壊餌験の種癩-づ借試験(

7"ラフヽ･池),引裂試馳成裂餌験の3狸弗

　結　果　①殖示の考祀引帑佃聡慧糸同応<n ルーフ･引帑芦, n.乖と麟釆{ ＼μやのよ

こホ本数）乙の)lーフ･引^芦さ軋絹糸〉ナイロンホ＞ホ’リX.ステル■t- の’價で･あった。②

縫ホの切断挿び｀孝ば，ナイロンホ≫かリエステル糸＞絹糸の順z■ヽあっfZ . ⑤「ス･しト留

め」の種頬別)z ^ろ隙さぱ，Iヽすれの咸示の場合Tt, いずれの贋煉試融の備考-^ヽ（留
めのな^ヽか<nヵ丿泰ホさく( 布地の損傷ぼ小几当で布･3庚糖,ヽのt のが大さIヽ膳（布

地の損傷ぽ大丿壱ホレた。④諺禾の種類別^ぶろ鵬さもIヽすれの「ス･ﾉ。ト留め」の種

類の場合でヽ昿　|吋れの康壊鮮騨<n 場音で･i,ホ･リエX テル糸でヽ輝ったい刀が小さくい

地の揮傷小川絹皐■ナイロンホで･薦ったt βの力かヽ六さ＼ヽ値(布地の掃傷大タを示した。




